
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
ふ
じ
み
野
市
立
福
岡
中
学
校
学
校
だ
よ
り 

                           

熊

野

山 
                          

令和５年度  

第１０号 

令和６年１月９日発行 

生徒数 64４名 

～
今
年
も
充
実
し
た
学
校
生
活
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
～ 

 

日 曜 ２月 学校行事（予定） ※変更する場合もあります。 部活 

1 木 
生徒朝会  短縮５時間 1,2 年二者面談③   
下校時間 17:15(～2/17) 

〇 

2 金 新入生保護者説明会(14:15～) 〇 

3 土  〇 

4 日  〇 

5 月  × 

6 火 1，2 年二者面談④ 短縮 5 時間 〇 

7 水 定例集金日 県公立高校出願(郵送）1，2 年二
者面談⑤ 短縮 5 時間 

〇 

8 木 県公立出願(持参）定例専門委員会 学校朝会  × 

9 金 県公立出願(持参）  定例中央委員会  〇 

10 土  〇 

11 日 建国記念の日 〇 

12 月 振替休日 〇 

13 火 3 年学年末テスト 1 日目 〇 

14 水 県公立志願先変更期間 諸活動停止期間(～2/22) × 

15 木 県公立志願先変更期間 補習①  × 

16 金 3 年学年末テスト 2 日目 補習② × 

17 土  × 

18 日  × 

19 月 安全点検 × 

20 火 金曜時間割 ３年公立入試事前指導 補習③ × 

21 水 1，2 年、あおぞら学年末テスト 1 日目 県公立学力検査  × 

22 木 1，2 年、あおぞら学年末テスト 2 日目 県公立実技検査  × 

23 金 天皇誕生日 〇 

24 土  〇 

25 日  〇 

26 月 ３年短縮４時間 × 

27 火 あおぞら学級保護者面談①(あおぞら短縮５時間) 
下校時間 17:30(～3/26)   

〇 

28 水 あおぞら学級保護者面談②(あおぞら短縮５時間) 〇 

29 木 あおぞら校外学習 〇 

 

日 曜 １月 学校行事（予定） ※変更する場合もあります。  部活 

1 月 閉庁 元日 × 

2 火 閉庁 × 

3 水 閉庁 × 

4 木 冬季休業日 〇 

5 金 冬季休業日 〇 

6 土  〇 

7 日  〇 

8 月 成人の日 〇 

9 火 3 学期始業式  × 

10 水 短縮 3 時間 定例集金日 〇 

11 木 給食開始 〇 

12 金   〇 

13 土  〇 

14 日  〇 

15 月  × 

16 火  〇 

17 水 定例専門委員会 短縮 5 時間授業 × 

18 木 学年朝会 県公立電子出願開始日 〇 

19 金  〇 

20 土 少年の主張 〇 

21 日  〇 

22 月 私立入試中心日 下校時間 16:55(～1/31) × 

23 火 私立入試中心日 〇 

24 水 保健教育の日  定例中央委員会 〇 

25 木 学校保健委員会 〇 

26 金  〇 

27 土  〇 

28 日  〇 

29 月  × 

30 火 1，2 年二者面談① 短縮 5 時間 〇 

31 水 1，2 年二者面談② 短縮 5 時間 〇 

 

《
保
護
者
の
方
へ
》 

引
き
続
き
、
ご
家
庭
で

も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

へ
の
感
染
予
防
の
対

応
を
お
願
い
し
ま
す
。 

「
謹
賀
新
年
」
、
謹
ん
で
新
年
の
お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す 

き
ん
が
し
ん
ね
ん 

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
ま
ず
は
、
元
気
に
登
校
し
て
く
る
生

徒
の
姿
を
見
る
と
、
今
年
も
福
岡
中
は
、

飛
躍
の
年
に
な
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
始

業
式
で
は
、
各
学
年
、
あ
お
ぞ
ら
学
級
の

代
表
生
徒
が
、
３
学
期
の
抱
負
や
決
意

を
力
強
く
発
表
し
て
く
れ
ま
し
た
が
、

そ
の
言
葉
を
実
践
す
る
た
め
に
、
福
中

生
は
、
毎
日
の
生
活
を
大
切
に
し
て
い
く

と
思
い
ま
す
。 

さ
て
、
令
和
６
年
（
２
０
２
４
）の
干
支

は
、
甲
辰
（き
の
え
・た
つ
）で
す
ね
。
「甲
」

は
十
干
の1

番
目
、
生
命
の
循
環
で
言
え

ば
最
初
に
位
置
し
、
生
命
が
誕
生
し
た

状
態
を
表
し
て
い
ま
す
。
福
中
生
の
皆
さ

ん
も
、
次
の
ス
テ
ー
ジ
へ
し
っか
り
成
長
で

き
る
よ
う
充
実
し
た
学
校
生
活
を
送
っ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。 

次
の
ス
テ
ー
ジ
と
は
、
進
級
・進
学
の
こ

と
で
す
。
１
年
生
は
、
「
良
き
先
輩
と
し

て
の
立
ち
居
振
る
舞
い
が
で
き
る
よ
う
に

準
備
し
、
自
分
の
良
い
と
こ
ろ
を
さ
ら
に

高
め
て
く
だ
さ
い
」２
年
生
は
、
「お
世
話

に
な
った
３
年
生
に
感
謝
の
気
持
ち
を
伝 

え
、
最
高
学
年
と
な
る
た
め
の
自
覚
と
責

任
感
を
培
って
く
だ
さ
い
。
」３
年
生
は
、

「
３
年
生
全
員
（
チ
ー
ム
）
の
力
で
希
望
の

進
路
を
実
現
し
、
笑
顔
で
卒
業
式
を
迎

え
て
ほ
し
い
」と
思
って
い
ま
す
。 

そ
し
て
、
全
校
生
徒
に
は
「
さ
ら
な
る

高
み
を
目
指
し
て
」ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

さ
ら
な
る
高
み
を
目
指
す
と
は
、
現
状
に

満
足
せ
ず
、
向
上
心
を
持
っ
て
（
目
標
に

向
か
っ
て
）
、
努
力
（
挑
戦
）
を
続
け
る
こ

と
で
す
。
そ
れ
は
、
今
ま
で
で
き
な
か
った

こ
と
や
知
ら
な
か
った
こ
と
が
、
１
つ
で
も

で
き
る
こ
と
や
知
識
が
増
え
た
な
ど
の
小

さ
い
こ
と
の
積
み
重
ね
で
け
っこ
う
で
す
。

そ
れ
が
大
き
な
飛
躍
や
成
長
（さ
ら
な
る

高
み
）に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
寒
さ
も
一
段
と
厳
し
く
な

り
ま
す
。
こ
の
冬
は
、
全
国
的
に
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
が
流
行
し
て
い
ま
す
。
令
和
６

年
を
、
昨
年
以
上
の
年
に
す
る
た
め
に
、

全
職
員
で
生
徒
を
支
え
て
ま
い
り
ま

す
。
皆
さ
ま
に
は
、
今
年
も
た
い
へ
ん
お

世
話
に
な
り
ま
す
。
引
き
続
き
ご
支
援
、

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～
２
学
期
の
ま
と
め
～ 

令
和
５
年
度
「
修
学
旅
行
」 

１
２
月
１
日
（
金
）
に
１
年
生
の

保
護
者
を
対
象
に
し
た
「
保
護
者

会
」
を
行
い
ま
し
た
。
平
日
の
お
忙

し
い
中
、
多
く
の
保
護
者
の
方
に
ご

参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
主
な
内

容
と
し
て
は
、
学
校
生
活
に
お
け
る

「
生
徒
指
導
」
「
学
習
」
と
「
学
年
会

計
」
に
つ
い
て
ご
説
明
い
た
し
ま
し

た
。
保
護
者
の
皆
様
に
は
、
熱
心
に

説
明
に
耳
を
傾
け
て
い
た
だ
き
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

１
年
生
は
４
月
に
入
学
し
て
か

ら
、
１
学
期
・２
学
期
と
中
学
校
生

活
を
送
る
中
で
、
日
々
成
長
し
て

き
て
い
ま
す
。
保
護
者
の
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
今
後
と
も
変
わ

ら
ぬ
ご
支
援
・
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 

         

１
年
生
保
護
者
会 

  

に
流
れ
て
い
き
ま
し
た
。
生
徒

は
、
貴
重
な
神
社
仏
閣
や
素
晴

ら
し
い
古
都
の
風
景
を
見
る
こ
と

に
加
え
、
班
別
行
動
で
協
力
し

合
い
、
お
互
い
の
良
い
所
を
認
め

一
人
ひ
と
り
の
思
い
が
完
成
し
た

３
日
間
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

私
は
、
こ
の
修
学
旅
行
を
通
し

て
、
２
年
生
は
、
色
々
な
面
で
、

ま
た
一
段
と
成
長
し
た
と
実
感

で
き
ま
し
た
。 

保
護
者
の
皆
さ
ま
に
は
、
出
発

日
早
朝
の
ご
対
応
や
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
予
防
等
、
多
く
の
ご
支

援
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

～
災
害
や
事
故
か
ら
学
ぶ
こ
と
～ 

令
和
５
年
度 

第
３
回 

１
月
１
日
（
月
）
の
午
後
４
時
６

分
頃
に
緊
急
地
震
速
報
と
共
に
激

し
い
揺
れ
が
北
陸
地
方
を
襲
い
ま
し

た
。
そ
の
後
も
地
震
は
続
き
、
被
災

さ
れ
た
方
々
を
心
配
し
て
い
た
１
月

２
日
（
火
）
午
後
５
時
５
０
分
頃
に

羽
田
空
港
で
航
空
機
の
衝
突
事
故

が
起
き
ま
し
た
。 

こ
の
よ
う
な
大
き
な
災
害
や
事

故
が
立
て
続
け
に
起
こ
る
中
、
多
く

の
人
が
無
事
を
祈
り
、
被
害
が
最

小
限
に
と
ど
ま
る
よ
う
に
祈
っ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。 

私
た
ち
は
、
被
害
に
あ
っ
た
方
々

に
手
を
差
し
伸
べ
る
こ
と
と
同
時

に
、
災
害
や
事
故
を
自
分
事
と
し
て

学
び
、
い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
お
く

こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
ず

は
、
「
自
分
の
命
・
周
り
の
人
の
命
を

守
る
こ
と
」
が
最
優
先
さ
れ
る
こ
と

は
だ
れ
で
も
知
って
い
る
と
思
い
ま
す

が
、
自
分
は
具
体
的
に
何
を
ど
の
よ

う
に
備
え
て
お
け
ば
良
い
か
考
え
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。 

「
災
害
時
の
避
難
の
方
法
」
「
家
族
へ

の
連
絡
の
取
り
方
」
「
飲
料
や
食
料

の
備
蓄
」
な
ど
様
々
な
こ
と
が
考
え

ら
れ
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ご
家
庭
で

災
害
や
事
故
の
発
生
時
に
つ
い
て
、

よ
く
話
し
合
って
お
い
て
く
だ
さ
い
。 

 

～
班
別
行
動
で
巡
る
京
都
・
奈
良
の
旅
～ 

２
年
生
は
、
１
２
月
１
０
日

（
日
）
～
１
２
日
（
火
）
の
２
泊
３
日

で
奈
良
・京
都
に
修
学
旅
行
に
行
っ

て
き
ま
し
た
。
３
日
間
の
中
で
感

じ
た
こ
と
は
、
２
年
生
の
「
責
任
感

を
高
め
る
」
「
思
い
出
を
創
る
」
と
い

う
意
欲
的
な
思
い
が
行
動
に
表
れ

て
い
ま
し
た
。
２
年
生
は
、
部
活
動

や
委
員
会
活
動
で
３
年
生
に
代
わ

っ
て
中
心
に
な
って
取
り
組
ん
で
き

た
成
果
を
発
揮
で
き
た
「
修
学
旅

行
」
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
実
行

委
員
や
班
長
を
中
心
に
各
自
が

自
分
の
係
の
仕
事
を
き
ち
ん
と
行

い
、
修
学
旅
行
の
日
程
が
ス
ム
ー
ズ 

 

「
能
登
半
島
地
震
」 

「航
空
機
衝
突
事
故
」 

１
２
月
１
５
日
（
金
）
に
、
第
３

回
学
校
運
営
協
議
会
を
本
校
第

１
多
目
的
室
で
行
い
ま
し
た
。 

初
め
に
、
学
校
か
ら
学
校
運
営

協
議
委
員
の
方
々
に
、
２
学
期
の

学
校
の
様
子
、
学
力
調
査
等
に
つ

い
て
報
告
し
、
ご
質
問
や
ご
感
想

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

次
に
、
「
令
和
５
年
度
の
進
路

学
習
」
「
今
後
の
福
岡
中
学
校
の

制
服
に
つ
い
て
」
「
令
和
７
年
度
以

降
の
修
学
旅
行
」
「
学
校
の
敷
地

内
の
松
の
木
の
現
状
と
課
題
」
に
つ

い
て
熟
議
い
た
だ
き
、
こ
れ
か
ら
の

福
岡
中
学
校
の
教
育
活
動
の
方

針
に
つ
い
て
様
々
な
視
点
に
よ
る

貴
重
な
ご
意
見
や
ご
提
言
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
予
定
の
終
了
時
間

を
超
え
る
ほ
ど
委
員
の
方
か
ら
は

活
発
な
発
言
を
い
た
だ
き
、
今
後

の
福
岡
中
学
校
の
教
育
活
動
の
方

向
性
に
関
わ
る
指
標
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

今
年
度
の
残
り
も
わ
ず
か
３
ヶ

月
ほ
ど
に
な
り
ま
し
た
が
、
委
員

の
皆
さ
ま
に
は
、
引
き
続
き
ご
支

援
・ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

生
徒
の
た
め
に
全
教
職
員
が
協
力

し
て
よ
り
よ
い
福
岡
中
学
校
を

創
造
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

学
校
運
営
協
議
会 


